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ラジコンの性質上、取扱いを誤ると危険な結果を招きます。できるだけこのような事態をさけて安全に本製品をお
使いいただくために、下記項目をよく読んでお使いください。なお、下記の注意事項に反して使用した場合のご自
分や他人への損害は、弊社では責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

●模型（車体・船体）に、振動で金属パーツが触れ合わないようにする。
　※金属同士の接触でノイズが発生し、受信機が誤動作して暴走することがあります。
●受信機のアンテナ線は切ったり束ねたりしない。　※受信感度が下がり、暴走することがあります。
●送信機・受信機の電池を入れるときは、極性を間違えないでください。　※製品が破損します。

●本製品は、日本国内にて、用途が地上・水上模型に限定されています。　
　※指定外の使用は危険ですのでおやめください。
●受信機・サーボ・スイッチ等のコネクターは、確実に奥まで差し込む。
　※走行中の振動によりコネクターが抜けると、暴走することがあります。
●受信機は必ず厚めの両面テープで固定し、ケースが直接他に触れないようにする。
　※強いショックや振動で暴走することがあります。
●サーボを動作させ、プッシュロッドに無理な力が加わっていないか確認する。
　※サーボが故障したり、電池の消耗が早くなります。
●サーボの固定には、ゴムグロメットを必ず使用し、サーボケースが直接メカプレートに触れないようにする。
　※サーボに直接振動が伝わって故障し、暴走することがあります。
●送信機・受信機・サーボ・スピードコントローラー・その他オプションパーツは当社純正品をご使用ください。
　※当社純正品以外との組み合わせにより発生した損害等につきましては、当社では責任を負いかねます。

●雷の鳴っているときには使用しない。　※アンテナに落雷の危険があります。
●雨天や水たまりのある場所では使用しない。　※製品に水が入り、暴走することがあります。
●次のような場所では使用しない。
　1.ラジコンサーキットの近く（3km程度以内）　2.人や道路や車・船の近く　3.高圧線や通信施設の近く　
　※混信やトラブルにより暴走した場合、危険な事態になります。
●疲労・飲酒・服薬により集中力に支障をきたすような時には使用しない。
　※判断ミスにより思わぬ事故を引き起こします。
●エンジンの燃料や排気等を本製品のプラスチック部にかけない。　※放置しておくと侵され、破損します。

●現在のモデルメモリーが実際に走行させるモデルのものか、必ず確認する。　※暴走の原因になります。
●送信機の機能設定を変更する時は、必ずエンジンを停止した（モーター配線を外した）状態でおこなう。

●走行後、エンジンやモーター・スピードコントローラー等、熱くなっている部分に触れない。　※火傷します。
●送信機は高周波電力をアンテナから発射しているので、指で触れると刺激を受けることが稀にあります。

●電源を入れるときは、送信機→受信器 の順でおこない、切るときはその逆の 受信器→送信機 の順でおこなう。
　※順番を逆におこなうと、受信器がノイズを拾い暴走することがあります。
●送信モジュールは、法令により分解が禁止されており、罰則の対象となります。すべての製品の分解・改造は
　ショートその他の事故の原因となります。また、サービス部での修理の受付をお断りする場合があります。
●航空機内・病院内、火災報知器などの自動制御機器および医療電気機器の近くなどでは、本製品は使用しないで
　ください。誤作動による重大事故が発生する場合があります。また、法令上他の無線機器や電子機器に影響を
　与える場合には、直ちに使用を中止しなければなりません。
●2.4GHz帯のプロポには、(財)日本ラジコン電波安全協会の登録が必要になります。ご購入いただいた送信機は
　登録済みの製品です。登録証明機関の証明のないものは電波法違反となります。

●電動カーの場合、必ず走行後には走行用バッテリーをはずす。
　※誤って電源が入った時、暴走したり火災の原因になったりすることがあります。
●送信機や電池・モデルを幼児の手の届かない所に保管する。
　※化学物質による被害を受けたり、ケガの危険性があります。

●長期間使用しないときは、送信機から電池をはずしておく。
　※そのまま放置すると、電池の液もれにより送信機が破損する恐れがあります。
●送・受信機は下記のような場所には保管しない。
　1.極端に熱い所や寒い所（40°以上～10°以下）　2.直射日光の当たる所　3.湿気の多い所　4.振動の多い所　
　5.ホコリの多い所　　※このような所に保管すると、ケースの変形や故障の原因になります。

警告! 取扱いを誤って使用した場合〔死亡または重傷を負う可能性が想定され高い頻度で物損事故が発生する〕内容です。
注意! 取扱いを誤って使用した場合〔傷害を負う可能性または物損事故のみが発生する事が想定される〕内容です。

機器の取り付け時の注意

使用時の注意

使用後の注意

　 注意!
強制事項

　 警告!
強制事項

　 注意!
強制事項

　 注意!
禁止事項

　 警告!
強制事項

　 警告!
禁止事項

　 警告!
強制事項

　 警告!
禁止事項

安全にご使用いただくために
■安全にご使用いただくために
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各部の名称

機器の準備

※電池が消耗するとエラーアラームが鳴ります。電波の出力が低
下していますので、早急に電池を新品に交換してください。

モデルネーム（MENU26） 送信機電圧 アンテナ
LCD 画面（初期画面）

ハンドル

スロットルトリガー

電源スイッチ

Foward キー

Back キー

+／ Enter キー
－／Cancel キー

ET1レバー
（ステアリングトリム）

ET2レバー
（スロットルトリム）

ET3レバー
（ステアリングトラベル）

ET4レバー
（3CHコントロール）

LEDインジケーターセットボタン

バッテリーコネクター
チャンネル
１～４コネクター

●送信機（EX-5UR）

●受信機（KR-407S）

※EX-5URは初めて受信機を動作させる際に、送信機の持つ固有のID番号を受信機に記憶させる「ペアリング」作業が必要になります。
一台の送信機で複数の受信機（車体）を動作させる際にも、ペアリングを各々の受信機に最初の1度だけおこないます。

電池ボックス（内部）

※十分に容量のある電池を＋／－に注意して入れてください。
　容量が少ないと送信出力が低下し、動作不良をおこします。

※接続やご使用の際は、サーボ・スピードコントローラーのそれぞれの説明書をよくお読みください。

※サーボ・スピードコントローラーはそれぞれの
　説明書をご参照ください。

電池ボックス

単三乾電池

送信機（底面）

フタ

ステアリング調整とスロットル／ブレーキ調整をおこないます。←P.5参照4. 

フェイルセーフ機能の設定をおこないます。←P.15参照5. 

受信機を送信機に認証させる「ペアリング」をおこないます。←P.5参照3. 

送信機の電池ボックスに電池（単三乾電池×8本）を
入れ、電動カーは走行用バッテリーを、エンジンカ
ーには受信機用の電池をセットします。

2. 

お手持ちのモデルに、受信機・サーボ・スピードコントローラー（電動カーの場合）を搭載し
接続します。受信機はノイズ対策に注意して搭載してください。←P.4参照

1. 

一定時間が経過すると、電圧表示に変わります。

■各部の名称／機器の準備
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カーボンシャーシ

大電流が流れている部分は全てノイズを発生しています。
受信機とアンテナ線は、モーター・バッテリー・スピードコ
ントローラー・シリコンコードからできるだけ離して取付け
ましょう。（金属やカーボンシャーシなどの電気を流す素材
にもノイズは伝わります。）
電波でコントロールしているRCにとって、搭載している機器
類から発生するノイズ対策は、基本であり最も重要なポイン
トです。きっちり対策して、マシンや機器の性能とドライバ
ーの技術をフルに発揮できる状態にしておきましょう。

受信機搭載時の注意（ノイズ対策）

シャーシやメカデッキに取付ける際は、厚手の両面テープを２
枚以上重ねて使用して、受信機をシャーシから少し浮かせるよ
うにしてください。シャーシやメカデッキ（特にカーボン製）
にもノイズが通っているので、浮かして離すことによりノイズ
に対しても強くなります。

アンテナコードをできるだけ高い位置に垂直に設置してくだ
さい。アンテナコードは保護の為にアンテナパイプに入れ、
先端を外部から少し出します。受信機からアンテナホルダー
までのアンテナ線が長いと感度が低下します。できるだけ受
信機の近くにアンテナホルダーを取付けてください。アンテ
ナコードはノイズ発生源から遠ざけ、シャーシやメカプレー
トにも密着させないように注意してください。アンテナパイ
プは樹脂製を使用し、アンテナマウントは必ず樹脂製を使用
してください。金属製のマウントはノイズを通しやすくトラ
ブルの原因になりますので絶対に使用しないでください。

エンジンの振動は想像以上に受信機にダメージを与えます。必ずキット付属の
グロメット（受信機ホルダー）を使用し、振動に備えて取付けてください。
シャーシやメカプレートに両面テープで直接貼り付けるのは厳禁です。
エンジンやマフラーからの熱や排気のかからない場所に取付けてください。

バッテリー

受信機

スピードコントローラー
シリコンコード

モーター

樹脂製
アンテナパイプ

樹脂製
アンテナパイプ

プラ製ホルダー

グロメット

アルミ製ホルダー
アルミ製ホルダー

ピアノ線

両面テープ

ノイズ
ノイズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイ
ズ

ノイズ
ノイズ

（FRPやプラシャーシなら○）ラグ板にハンダ付け

全てのノイズ発生源から受信機とアンテナ線を遠ざける！

●カーボンシャーシへの搭載

●アンテナの取付け

●エンジンカーへの搭載

※受信機の LEDが確認できるように搭載してください。

※受信機の LEDが確認できるように搭載してください。

ノイ
ズ

ノイ
ズ

■受信機搭載時の注意（ノイズ対策）

　  ノイズに注意！

※アンテナコードは折り曲げや切断をしないでください。
　（断線の原因となり本来の性能が発揮できなくなります）
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ステアリングサーボの動作量を調整します。
① 「MENU02: ステアリングトリム」を０（初期設定）にします。
② ステアリングがニュートラルの状態で直進するように「MENU08: ステアリングサブトリム」を調整します。
③ ハンドルを切ってみます。切れすぎてリンケージがロックしてしまう場合は、「MENU03: ステアリングトラ
　 ベル」で数値を減らします。切れ角が足りないようなら「MENU04: ステアリングバランスＲ」と「MENU05:
　 ステアリングバランスＬ」で左右別々に舵角を増やして、最大舵角になるよう調整してください。

▶ペアリングの方法

▶ステアリングの調整

1. Forward キー ＋ Back キー

2.電源スイッチ
2.電源

1.セットボタン

送信機に受信機を認証させます。
① 送信機の Forward キーとBack キーを同時に押しながら
　 電源スイッチを入れます。
② LCD画面に「PAIR」が表示され点滅し、ブザー音が鳴ります。
③ 約5秒後、点滅とブザー音が終了し、LCD画面には「PAIR」が
　 表示されます。これで送信機の準備は完了です。
④ 受信機を送信機に近づけます（約1ｍ以内）
⑤ 受信機のセットボタンを押しながら受信機の電源を入れます。
⑥ セットボタンを離して、受信機のLEDインジケーターが点灯し
　 たらペアリング完了です。送信機と受信機の電源を切ります。
▶動作の確認をします
① 送信機 → 受信機の順に電源を入れて、受信機のLEDインジケー
　 ターが正常に点灯していることを確認します。
② サーボやアンプの動作を確認します。

ブレーキ操作時に、ポンピングブレーキを掛けることによってタイヤがロックして挙動を乱す
ことを抑制します（アンチロックブレーキングシステム）。ブレーキの強さとポンピングの速
さが設定できます。
①「MENU19: ABSの強さ」でABSの強さを設定します。０から数値を大きくしていくとブレーキのポンピン
　 グ幅が大きくなります。
②「MENU20: ABSの速さ」でABSの速さを設定します。
③ ブレーキパッドのストローク以上にサーボが動作してしまう場合やスピードを上げすぎてサーボが微振動を
　 繰り返す場合は、サーボの寿命を縮めてしまうので再度設定します。

スピードコントローラー（電動カー）／スロットルリンケージ（エンジンカー）の動作量を
調整します。
▶電動カーの場合：スピードコントローラーの説明書をご参照ください。
▼エンジンカーの場合：スロットルリンケージ調整
① スロットルトリガーを握ったときにリンケージに無理がかからないように「MENU12: スロットルハイポイ
　 ント」で数値を減らします。
② ブレーキ操作をしたときに、無理がかからないように「MENU13: スロットルブレーキ」で調整します。

▶スロットルの調整

▶アンチロックブレーキ（ABS）の調整

■ペアリング／ステアリング／スロットル／ABS

※低速走行をしてみてに左右の回転半径が違う場合、回転半径の小さい方のステアリングバランスの数値を増やして
回転半径が同じになるように調整してください。また、高速走行時にステアリングを切ると車が曲がりすぎる場合に
は、ステアリングトラベルで舵角を減らして走行しやすいように調整してください。
※走行によるリンクの摩耗や設定調整を重ねることによりステアリングのバランスがくずれてきた場合には、再度調
整しなおすことをおすすめします。定期的におこなって、ステアリングのベストコンディションを保ちましょう。
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※中立位置だけでなく、動作角全体が動きます。中立位置をサーボホーンや
　リンケージで調整しきれない場合に使用します
　　 ニュートラルの位置だけを調整したいときは、「MENU11: スロットル
　　 トリム」を調整してください。
　　 スロットルサブトリムの値が大きくなったときは、スロットルサブ
　　 トリムが０に近付くようにリンケージを調整するなどしてください。
　　 値が大きいと、他のスロットル関連の設定によってはスロットルの前後
　　 の端でサーボが動かない「不感帯」（信号が変化しないエリア）が
　　 できることがあります。

MENU17：スロットルサブトリム

+ キー
－ キー

b30 ～ 0（初期値） ～ F30

▶動作角の端とニュートラル位置を同時に調整します
　（サーボ搭載時やテスト走行時に使用）

＋／－ キー で調整、両押しでリセット操作

※スロットルトリガー操作に対する反応をクィック（＋）かマイルド（－）　
　にできます。
＋：初期加速を大きく、後に緩め　　－：初期加速を緩く、後に大きく
　　 クィックカーブ（数値が＋）の場合は最初に大きく反応し、徐々に反応
　　 が鈍くなります。マイルドカーブ（数値が－）の場合は最初の反応が
　　 鈍く、徐々に反応が大きくなります。
　　 他の設定項目と組み合わせるときは、効果を確認しながら１項目ずつ
　　 設定を変更してください。

MENU16：スロットルカーブ B

+ キー
－ キー

-50 ～ 0（初期値） ～ ＋50

▶スロットルトリガーのブレーキ側だけの操作量に
　対するサーボの動作角の変化量を調整します

＋／－ キー で調整、両押しでリセット操作

※スロットルトリガー操作に対する反応をクィック（＋）かマイルド（－）　
　にできます。
＋：初期加速を大きく、後に緩め　　－：初期加速を緩く、後に大きく
　　 クィックカーブ（数値が＋）の場合は最初に大きく反応し、徐々に反応
　　 が鈍くなります。マイルドカーブ（数値が－）の場合は最初の反応が
　　 鈍く、徐々に反応が大きくなります。
　　 他の設定項目と組み合わせるときは、効果を確認しながら１項目ずつ
　　 設定を変更してください。

MENU15：スロットルカーブ F

+ キー
－ キー

-50 ～ 0（初期値） ～ ＋50

▶スロットルトリガーの前進側だけの操作量に対する
　サーボの動作角の変化量を調整します

＋／－ キー で調整、両押しでリセット操作

■MENU 15～17
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　　 本機は７台分のモデルメモリを保存できます。車を何台も持っているとき
　　 に、車ごとにモデルメモリを保存しておくと便利です。また、同じ車でも
　　 コースごとにセッティングをモデルメモリに保存しておくことができます。
【注意!】走行中にモデルメモリを切り替えないでください。車の設定が合って
　　　　いないと、暴走する恐れがあります。

　　 入力可能な文字　－＊／＠＿‾￥＼０１２３４５６７８９
　　 ＡｂＣｄＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ　＋

※同じ車体でコンディションなどに合わせてセッティングを細かく変えたい
　ときに、モデルメモリをコピーしてから修正すると簡単です。
【注意 !】コピーすると、コピー先のモデルメモリに保存されている内容は上
　　　　書きされます。
【注意 !】モデルコピー後、コピー先のモデルセレクトに移動します。
　　　　例えばモデル１をモデル２にコピーすると、完了後のモデルセレク
　　　　トはモデル２となり、コピー元のモデル１のデータは保管されます。

※表示が消えたらリセット完了です。
【注意 !】工場出荷状態に戻ります。

MENU24：モデルリセット

+ キー

▶現在のモデルメモリの内容を全て消去します

＋ キー 長押しで消去 操作

MENU25：モデルコピー

+ キー

▶現在のモデルメモリの内容を他のモデルメモリに移し
　替えます

1. + キー を押し
2. Forward／Back キー でコピー先のモデル番号
　 を選択
3. ＋ キー でコピー

操作

MENU26：モデルネーム

+ キー
－ キー

▶現在のモデルメモリに名前を登録します

1. + キー を押し
2. ＋／－ キー でアルファベット／数字を選択
3. Forward／Back キー で次の文字に移動
4. 4文字目の後に Forward キー を押し、
 　「EXIT」と表示が出たら + キー を押して確定

操作

MENU27：モデルセレクト

+ キー

▶現在のモデルメモリを別のモデルメモリに切り替えます

1. + キー を押し
2. Forward／Back キー で別のモデルメモリを
　 選択
3. + キー を押して確定

操作

リセット

コピー

登録

切り替え

■MENU 24～27

Foward キー

Back キー

Foward キー

Back キー

Foward キー

Back キー
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●電源を入れても動かない
送信機から「ピッ！」というブザー音や画面表示が出ない場合は、乾電池を確認します。
送信機が正常な場合は、受信機のLEDインジケーターを確認してください。
① 明るく点灯していない場合やちらついている場合は電波状況が混み合っているときの症状です。
　走行場所を変えるか、しばらく時間を置いてから再度スイッチを入れます。
②LEDランプが点灯していない場合は受信機に電源が到達していない場合です。受信機バッテリーや
　アンプの配線を確認します。

●もう少し曲げたい
  舵角量（ハンドルの切れ角）が足りない場合、ステアリングトラベルレバー操作し、トラベルを増やします。
  それでも足りない場合は「MENU04／05:ステアリングバランス」を増やします。

●もう少し反応を良くしたい
「MENU07:ステアリングカーブ」や「MENU06:ステアリングスピード」を、クイック（プラス側）に調整
  します。

●もうすこし反応を落としたい
「MENU07:ステアリングカーブ」や「MENU06:ステアリングスピード」をマイルド（マイナス側）に調整
  します。
「MENU07:スロットルスピード」をマイナス側に調整します。

●もうすこしゆっくり走りたい・スピードを遅くしたい
「MENU14:スロットルスピード」をマイナス側に調整します。
「MENU12:スロットルハイポイント」をマイナス側に調整します。

安全機能

リファレンス

■安全機能／リファレンス

受信機が送信機の電波を失いノーコン状態に陥った場合に、安全のためにスロットル（2 チ
ャンネル）を任意の位置（フルブレーキ／ニュートラル）に保持する機能です。
① 送信機の電源を入れます。
② 受信機の電源を入れ、サーボが動くことを確認します。
③ スロットルトリガーをブレーキ／ニュートラル状態
  （この状態を記憶）にします。
④ 受信機のセットボタンを３秒間押し続けます。
 　受信機のLEDが消灯したらボタンを離します。

▶フェイルセーフ機能の設定

1. 電源

3.スロットルトリガー
（フルブレーキ／ニュートラル）

2.電源

4.セットボタン（3秒間押す） 5. LED（消灯）

【注意 !】EX-5UR（送信機）は 2.4GHｚ帯の直接拡散方式（DS 方式）電波を使用しています。この電波帯はラジコンのみならず、パソ
コンの無線 LAN や Bluetooth、電子レンジなどでも用いられています。これらの影響により、電波状況が込み合っていた場合、EX-5UR
のスイッチを入れてもKR-407S（受信機）の LEDランプが正常に点灯しないことがあります。受信機の LEDが完全に点灯しない、
または点滅するような場合は、電波が込み合っていると思われますのでしばらく時間を空けて頂くか使用場所を変えてください。

※フェイルセーフ機能の作動確認は、送信機の電源を切る
　と確認できます。再設定するまで設定は記憶されます。
※エンジンカーでブレーキリンケージを変更した場合は、
　再設定をおすすめします。
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